
＜問い合わせ状況 2024 年 10 月＞ 

院外処方せんに関連する問い合わせ 

当院は院外処方せんを発行しています。処方内容などに疑義が生じた場合の窓口は薬剤師となっており、月に 5

～10件程度の問い合わせに対応しています。10月の疑義照会は 13件で、内容は以下の通りでした。 

●用法用量確認（4件） 

●日数・残薬調整 

●処方されていない薬について（3件） 

●その他（6件）  

 ・粉砕不可の薬について 

 ・下剤重複処方 

 ・1包化希望       ・・・など 

 ※このほか、プロトコールによる変更は 6件ありました。 

（同一成分薬への変更、日数変更、1包化希望など） 
 
 
 

薬に関する問い合わせ（患者・家族・施設より） 

 患者さんやご家族、他院や施設の方からの質問にも対応しています。 

10月はお問い合わせが 2件ありました。 

 ・トスフロキサシン錠が飲みにくい患者が居るが半錠にして大丈夫か 

   →粉砕も可能であることから半錠は可能と考える 

 ・術前休薬を依頼していた薬が処方されていない。休薬が長すぎるがどうか 

   →休薬期間を勘違いしていた。必要日数追加で処方。 
 
 
 

薬に関する問い合わせ（院内より） 

 他部署スタッフからの質問にもお答えしています。記録してある DI 室への問い合わせは、10月は 5 件でした

（病棟で直接質問されたことは未記載の可能性があります） 

◎がついたものについては回答を DIニュース No.463に記載しています。 
 

●ラグノス○Ｒゼリーを注腸できるか？ → 難しいと思われる。 

◎胃を全摘した患者へ PPIを投与する意味があるか？ 

●シングリックス○Ｒは他のワクチンと同時接種可能か？ → 医師の判断で同時接種可 

●COVID-19ワクチンは他のワクチンと同時接種可能か？ → 本年 4月より医師の判断で同時接種可 

●ミノマイシンとドブトレックスは配合変化があるか？ → なし 

 

 

    

 

 

 

 

 

 


